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５．来年度に向けて

 今回の企画では、オルゴールから音が聞こえた時に来場者が驚きの声を上げる様子が見られ、体験型企

画としては成功であった。

ただし、反省すべき点もいくつか見られた。1つは、自由度が上がって面白いだろうという考えから、

電解液を 4種類準備したが、そのせいで作製時間がかかったり、オルゴールが鳴らないことがあったこと

である。電池の作製時間が限られており、自由度をあげると、いろいろ試そうとして中途半端で終わって

しまったケースが何件か見られたこのことから、作製時間を考えると、ある程度できることを絞ることも

必要だとわかった。

もう 1つは、来場者の中に、去年作ったので今年はいいや、という人がいたことである。毎年来てくれ

る方も多いので、まったく同じ企画を行うのではなく、体験内容を少し変えてみたり、新しい企画と組み

合わせたりするのが良いのではないかと思う。

６．まとめ

第 22回テクノフェスタのおもしろ実験に「身近なもので発電しよう」という企画で出展した。内容

は、レモン電池とアルミカップ電池の作製の体験である。事前準備として、前年度のヒアリングを行い、

改善すべき点を今回の企画へ反映させた。電解液の種類を増やすことを決め、今回新たに提案する 11円
電池の検証も行った。当日は 100名以上の来場者に電池づくりを体験してもらうことができた。

来年以降の企画では、体験の自由度をある程度絞ること、同じ企画を行うのであれば新しい項目を盛り

込むことが必要と考える。
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